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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

随時、健康相談の機会を捉えることができ、相談回数が増えた

「笑い」によりストレスの軽減を図ることで自殺予防につなぐ内容の講演会を開催できた

改革改善

の考え方

①問題

点

自殺対策にかかる庁内連絡会議等の開催

②改革

提案

関係者との協議・調整を進めていく

1,300

総事業費①+② 16,359 4,550 16,455

人件費計（千円）② 12,126 12,126

4,301

正規職員所要時間 3,000 3,000

臨時職員所要時間 1,300

一般財源 2,552 2,967 2,637

その他 500 200 500

起債

県支出金 1,181 1,383 1,192

国庫支出金

事業費計（千円）① 4,233 4,550 4,329 4,301 〔24特定財源〕（県）健康増進事業補助金（国1/3、

県1/3） 322千円、自殺対策緊急強化事業補助金

（10/10） 870千円

（そ）諸収入（健康相談事業負担金）

〔25特定財源〕（県）健康増進事業補助金（国1/3、

県1/3） 322千円、自殺対策緊急強化事業補助金

（10/10） 811千円

（そ）諸収入（健康相談事業負担金）

25年度予算額 特定財源内訳、補足

1,133

200

2,968

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

1　随時健康相談の機会を捉え実施する

2　こころの相談窓口の開設

3　ほっ湯アップルにおける看護師の健康相談事業

4　電話等による相談

5　気軽にこころの相談が利用できるよう「いのちの大切さ」を訴える講演会

を開催する

6　自殺対策に関する講演会の開催

相談回数・人数

講演会開催数

1　489回、6,456人

2　12回、14人

3 219回、17,600人

4 1,057回、1,057人

5　１回、170人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

心身の健康に関する相談に応じて、健康増進や疾病予防のために個人の生活に合わせた指導や助言を行う。

相談窓口は、保健センターや各自治振興センターにて随時実施。

ストレスを受け不安を抱えたまま解消できない市民が増加しているため、気軽に相談できる「こころの相談窓口」を開設している。第２・４月曜

日、予約制で精神保健福祉士が対応している。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

人数 26,839人 25,297人 26,839人

1,778回 1,500回

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

相談回数 1,500回

28年度見込み

住民人口　　　人 103947

意図（どういう状態

にするか）

①市民が気軽に心や体の健康について相談ができ、早

期に適切な対応をする

②治療の必要なケ－スを、早期に発見して医療へ繋げる

向上させたい上位施

策の成果指標

心身ともに健康であると感じている市民の割合　％

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 一般市民

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 31 心と体の健康づくり

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 保健課 係等名 保健指導係

事業種別 政策 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

健康相談事業

31 事業№ 15 34平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


